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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第20期

第３四半期連結
累計期間

第20期
第３四半期連結
会計期間

第19期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 59,750 23,081 72,221

経常利益 (百万円) 4,260 3,396 5,017

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,953 1,788 3,800

純資産額 (百万円) ― 23,586 22,711

総資産額 (百万円) ― 49,808 43,362

１株当たり純資産額 (円) ― 558.83 538.09

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 46.29 42.36 90.59

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― 90.08

自己資本比率 (％) ― 47.4 52.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,089 ― 456

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,816 ― △946

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,425 ― 493

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 3,495 2,975

従業員数 (名) ―
2,765
(302）

2,361
(410）

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　従業員数は就業人員であり、アルバイト数は(　)内に１人１日８時間換算による四半期連結会計期間（年

間）の平均人数を外数で記載しております。

３　第20期第３四半期連結累計期間及び第20期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

 平成20年12月31日現在

従業員数(名) 2,765(302)

(注) １　従業員数は就業人員であり、特別従業員81名を含んでおります。アルバイト数は(　)内に１人１日８時間

換算による当第３四半期連結会計期間の平均人数を外数で記載しております。

２　特別従業員とは、育児や本人の身体上の理由等により就業規則に定める勤務時間での就業が困難な者に

対し、勤務時間等を個別に取り決めた従業員をいいます。

 

(2) 提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数(名) 2,626(256)

(注) １　従業員数は就業人員であり、特別従業員81名を含んでおります。アルバイト数は(　)内に１人１日８時間

換算による当第３四半期会計期間の平均人数を外数で記載しております。

２　特別従業員とは、育児や本人の身体上の理由等により就業規則に定める勤務時間での就業が困難な者に

対し、勤務時間等を個別に取り決めた従業員をいいます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

当社グループは、一般消費者を対象とした、店頭での紳士服・婦人服等の衣料品ならびに関連商

品の販売を主たる業務としております。取扱商品は多岐にわたっておりますが、トレンドを見極め

た上で国内外からセレクトして仕入れる調達商品と、市場の動向をタイムリーに反映できる自主企

画商品とを組み合わせることにより、幅広いアイテムを多様なテイストで提案しております。

当第３四半期連結会計期間の販売実績は次のとおりであります。

　

①　商品別販売実績
 

商品別 販売高(百万円)

メンズ 8,277

ウィメンズ 8,567

シルバー＆レザー 1,382

雑貨等 958

その他 3,894

合計 23,081

(注) １　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２　シルバー＆レザーとは「ＣＨＲＯＭＥ ＨＥＡＲＴＳ」ブランドの銀製装飾品および皮革製ウエアであ

ります。

　　　 ３　「その他」には、アウトレット、催事販売、連結子会社の売上が含まれております。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日～平成20年12月31日）における我が国経済は、米

国の金融不安に端を発する世界経済の減速を背景とした生産・輸出の急速な減少により企業収益

が大幅に減少するとともに、急速に悪化する雇用情勢等から個人の消費マインドの悪化が鮮明にな

り、景気後退色が一層顕著になってまいりました。

  このような状況のもと、当社グループでは、構成する各会社および事業毎の成長発展ステージ

に応じた施策および出店を実施することで、企業価値の向上に努めてまいりました。

  株式会社ユナイテッドアローズでは、当第３四半期より、中長期的な企業価値向上を目指した

「収益構造の抜本的な改善に向けた取り組み」、および「単年度計画達成に向けた取り組み」を推

進してまいりました。
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「収益構造の抜本的な改善に向けた取り組み」につきましては、以下の３点に注力してまいりま

した。

①　本部スリム化および店頭強化に向けた本部人員店頭再配置のプランニング

②　ＭＤプラットフォームの全社稼働による販売効率向上と生産プラットフォームの着手・推進に

よる原価改善

③　不採算事業/店舗の見極めと早期撤退判断

①につきましては、来期（平成22年３月期）実施予定の本部組織・機能の集約・統合等に関し大

筋を固めたほか、当第３四半期には事業本部人員の約５％に当たる販売経験者が本部から店舗へ異

動することで、店頭強化を図りました。

②につきましては、ＭＤプラットフォームとして、定量・定性的な商品計画から売上に応じた仕

入進捗管理、および消化率、残在庫率等の重要指標を全社統一フォームで管理する仕組みの運用精

度向上に努めたほか、生産プラットフォームの推進に向け、全社単位での生産発注体制確立のため

の生産組織・役割の見直しについて検討を進めてまいりました。

③につきましては、昨今の経営環境の悪化に伴い、より成長が期待できる事業へ経営資源を集中

することで収益性の向上を図ることが急務であると判断し、早期の黒字化に至ることが困難と予想

されるサウンズ グッド事業の撤退を決定いたしました。

 

また「単年度計画達成に向けた取り組み」につきましては、以下の４点に注力してまいりまし

た。

① ＯＪＴ（※１）をメインとした販売力の継続強化と販売に集中できる体制整備

② ＣＲＭシステムを活用した来店促進による買上客数の向上

③ 商品力や鮮度に応じた適所（レギュラー/アウトレット店）・適価での販売による換金率の向

上

④ 上期に引き続き、全社的なコストコントロールの実施

  ※１：OJT＝On the Job Training:実務を通じて行う教育訓練

※２：CRM＝Customer Relationship Management:情報システムを応用し顧客と長期的な関係

を築く手法）

①につきましては、販売指標管理による販売力の可視化と現場個別指導を推進したほか、週次の

営業統括会議にて各部から起案された400件弱の改善提案について討議を重ねることで、生産性の

向上および販売に集中できる体制整備に努めてまいりました。

②につきましては、平成20年８月から稼動を開始し顧客情報を蓄積してまいりましたハウスカー

ドの顧客情報分析システムを活用することで、カタログ・ＤＭ送付等のアプローチに対する買上率

が50％を超える等の成功事例も徐々に生まれてまいりました。

③につきましては、商品投入時期・量の見直しや個別商品の消化状況に応じた上代変更および機

動的なアウトレットへの商品移動の実施等により、プロパー（定価販売）消化率、セール消化率と

もに前年同期より向上し、商品の換金率が改善いたしました。

④につきましては、上半期に引き続き、全社的なコストコントロールを行った結果、一部期ずれを

含むものの、第３四半期の３ヶ月間で内部見込みから８億円の経費減となりました。
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  出退店につきましては、当第３四半期会計期間でユナイテッドアローズ業態：出店５店舗、グ

リーンレーベル リラクシング業態：出店１店舗、スモールビジネスユニットおよびＵＡラボ：出

店４店舗を実施し、当第３四半期末の店舗数は140店舗となりました。

  連結子会社の株式会社フィーゴにつきましては、平成20年12月に直営店を１店舗新規出店し、

直営店12店舗体制となりました。

  連結子会社の株式会社ペレニアルユナイテッドアローズ（第３四半期連結会計期間：平成20

年８月１日～平成20年10月31日）につきましては、平成20年８月に第１号店を出店、翌９月に２号

店を出店いたしました。

  連結子会社の株式会社コーエン（第３四半期連結会計期間：平成20年８月１日～平成20年10

月31日）につきましても、平成20年10月より出店を開始し、第３四半期末の店舗数は８店舗となり

ました。

  

  以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は前年同期比6.6％増の23,081百万円となり、

売上総利益は前年同期比7.8％増の12,972百万円となりました。なお同期間の売上総利益率につい

ては、前年同期から0.6ポイント改善し、56.2％となりました。販売費及び一般管理費につきまして

は、新規出店増に伴う賃料・減価償却費の増、また連結子会社である株式会社コーエンおよび株式

会社ペレニアルユナイテッドアローズの会社設立費用および新規出店に向けた準備費用等の発生

等により、前年同期比11.9％増の9,591百万円となりました。

  以上により、当第３四半期連結会計期間の営業利益は前年同期比2.5％減の3,381百万円、経常

利益は同2.2％減の3,396百万円となり、四半期純利益につきましては同6.8％減の1,788百万円とな

りました。

（※）前年同期比は参考値として記載しております。

  

(2)　財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末と比較して4,556百万円（16.7％）増加の31,840百万円となりまし

た。これは、現金及び預金が529百万円、商品が2,553百万円、未収入金が1,720百万円それぞれ増加

し、売掛金が47百万円、繰延税金資産が287百万円それぞれ減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末と比較して1,889百万円（11.7％）増加の17,967百万円となりまし

た。これは、建物及び構築物が1,735百万円、差入保証金が296百万円それぞれ増加したことなどによ

ります。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末と比較して5,987百万円（29.7％）増加の26,127百万円となりまし

た。これは、支払手形及び買掛金が1,491百万円、短期借入金が9,080百万円それぞれ増加し、未払法

人税等が1,883百万円、１年内返済予定の長期借入金が2,346百万円、賞与引当金が362百万円それぞ

れ減少したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末と比較して417百万円（81.7％）減少の93百万円となりました。こ

れは、長期借入金が349百万円減少したことなどによります。
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（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末と比較して875百万円（3.9％）増加の23,586百万円となりまし

た。これは、利益剰余金が四半期純利益により1,953百万円増加した一方、配当金の支払により1,055

百万円減少し、また繰延ヘッジ損益が23百万円増加したことなどによります。

なお、自己株式の消却により自己株式が7,531百万円、資本剰余金が362百万円、利益剰余金が

7,169百万円それぞれ減少しております。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会

計年度末に比べ519百万円増加し、3,495百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおり

であります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果使用した資金は585百万円となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益3,304百万円、減価償却費331百万円及びその他流動

負債の増加額362百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加額1,968百万円、たな卸資産の増

加額502百万円、賞与引当金の減少額463百万円、及び法人税等の支払額1,731百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は1,366百万円となりました。

これは主に、新規出店および改装等に伴う有形固定資産の取得1,162百万円および差入保証金の

増加60百万円等があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果得られた資金は2,893百万円となりました。

これは、短期借入金の純増加額4,110百万円があったものの、長期借入金の返済による支出885百

万円、配当金の支払額331百万円があったこと等によるものであります。
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　(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

 

　(5)　研究開発活動

　　　特記事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 【主要な設備の状況】

当第３四半期連結会計期間における、設備の主な増加は次のとおりであります。

（1）提出会社

区分
事業所名
(所在地)

帳簿価額
従業員数
(人)

完了年月建物
(千円)

器具備品
(千円)

その他
（千円）

合計
(千円)

新設

ユナイテッドアローズ 梅田店　（大阪府
大阪市北区） 218,54630,6849,909259,139

26
(－)

平成20年10

月

新設

ビューティ＆ユース UA 梅田店　（大阪
府大阪市北区） 78,03616,76016,338111,135

20
(１)

平成20年10

月

 

（2）国内子会社

会社名 区分
事業所名
(所在地)

帳簿価額
従業員数
(人)

完了年月建物
(千円)

器具備品
(千円)

その他
（千円）

合計
(千円)

株式会社
フィーゴ

新設
フェリージ 六本木ヒルズ
店（東京都港区）

27,06410,093 ― 37,157
６
(－)

平成20年
12月

株式会社
コーエン

新設
コーエン 福岡ルクル店
（福岡県糟屋郡粕屋町）

25,0622,8051,65329,521
４
(２)

平成20年
10月

新設
コーエン イオンレイクタ
ウン店（埼玉県越谷市）

23,339 861 1,69625,898
４
(６)

平成20年
9月

 

(注)１　各資産の金額は帳簿価額であり、建設仮勘定は含んでおりません。

　　　２　アルバイト数は（　）内に１人１日８時間換算による当第３四半期連結会計期間の平均人数を外数で記載し

ております。

　　　３　帳簿価額のうち「その他」は構築物、ソフトウェア及び長期前払費用であります。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

（1） 当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備

の新設等について完了したものは、「１ 主要な設備の状況」に記載のとおりであります。

（2） 当第３四半期連結会計期間において新たに確定した重要な設備の新設等の計画は、次のとおり

であります。

会社名 区分
事業所名
（所在地）

設備の内容
投資予定金額 着手および完了予定年月

総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

提出会社 移転

グリーンレーベルリラ
クシング アミュプラ
ザ小倉店（福岡県北九
州市小倉北区）

店舗設備 39,709 ― 平成21年3月平成21年4月

 (注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 190,800,000

計 190,800,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 42,800,00042,800,000
東京証券取引所
(市場第１部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 42,800,00042,800,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

 
第３四半期会計期間末現在
(平成20年12月31日)

新株予約権の数 1,286

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数
514,400

単元株式数は100株であります。

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり826

新株予約権の行使期間
　平成17年６月28日～
平成25年６月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

(注)１

新株予約権の行使の条件 (注)２

新株予約権の譲渡に関する事項 権利の譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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（注） １ 平成15年６月27日開催の取締役会において、旧改正商法附則（平成13年11月28日　法128号）第６条の規

定に基づき、新株発行に代えて、当社が所有する自己株式を新株予約権を行使した者に移転することを

決議いたしました。

２ 新株予約権の行使の条件

（１）新株予約権者は、以下の区分に従い、各割当数の一部または全部を行使することができるものとし

ます。（ただし、各新株予約権にかかる行使の条件に服するものとします。）

なお、以下の計算の結果、行使可能な新株予約権の数が整数でない場合は、整数に切り上げた数と

します。ただし、発行日以降、新株予約権者が、新株予約権割当契約に定める新株予約権の当社への

返還事由に該当した場合には、当該契約の定めるところによるものとします。

a.平成19年６月26日までは、割当数の25％まで、新株予約権を行使することができるものとします。

b.平成21年６月26日までは、割当数の50％まで、新株予約権を行使することができるものとします。

c.平成23年６月26日までは、割当数の75％まで、新株予約権を行使することができるものとします。

d.平成25年６月26日までは、割当数のすべてについて、新株予約権を行使することができるものとします。

（２）新株予約権行使日の前日の東京証券取引所における当社の株式の終値が、１株当たりの払込金額

の1.25倍以上であることを要するものとします。

（３）新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時において当社の取

締役または従業員いずれかの地位を保有している場合に限るものとします。ただし、定年退職およ

び関連会社への出向・転籍等その他取締役会が正当な理由があると認めた場合は、この限りでは

ないものとします。

（４）新株予約権者が権利行使期間中に死亡した場合で、「新株予約権割当契約書」締結時に相続人を

指定している場合（ただし権利行使は、新株予約権者死亡後１年もしくは権利行使期間満了日の

いずれか早く到来する期日までとします。）、その者の相続人は新株予約権を行使することができ

るものとします。

（５）新株予約権の第三者への譲渡、質入その他の一切の処分は認めないものとします。

（６）その他の条件は、本総会決議および取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

「新株予約権割当契約書」に定めるところによるものとします。

 

 (3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 (4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年12月31日 ― 42,800,000 ― 3,030 ― 4,095
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(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、次の各法人から、平成20年10月７日、平成20年10月８日、平成

20年10月22日、平成20年11月10日および平成20年12月17日にて大量保有報告書（変更報告書）の

提出があり、次のとおり株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四

半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりません。なお、その大量保有報告書（変更

報告書）の内容は以下のとおりです。

 

（平成20年10月７日）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

重松　理 東京都世田谷区深沢一丁目39番６号 4,166,300 9.72

 

（平成20年10月８日）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

畑崎　廣敏 兵庫県芦屋市六麓荘町10-４ 600,000 1.26

 

（平成20年10月22日）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日興アセットマネジメント株式
会社

東京都港区赤坂９丁目７番１号　ミッドタ
ウン・タワー

3,282,500 7.67

日興シティグループ証券株式会
社

東京都千代田区丸の内１－５－１ 182,400 0.43

日興アセットマネジメントヨー
ロッパリミテッド

1 London Wall, London, EC2Y 5AD, U.K.
英国 ロンドン市 ロンドンウォール1

0 0.00

 

（平成20年11月10日）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 364,900 0.85

NOMURA INTERNATIONAL PLC
 

Nomura House 1,St.Martin’s-le Grand
London EC1A 4NP,England

187,725 0.44

野村アセットマネジメント株式
会社

東京都中央区日本橋一丁目12番１号 1,794,600 4.19

 

（平成20年12月17日）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社イーエム・プランニン
グ 

東京都目黒区緑が丘二丁目19番20号
 

8,761,500 20.47
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

   平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　591,600
― 単元株式数は100株であります。

完全議決権株式(その他) 普通株式　42,202,500 422,025 同上

単元未満株式 普通株式　　　 5,900 ― 同上

発行済株式総数 42,800,000― ―

総株主の議決権 ― 422,025 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権4個)含まれ

ております。

② 【自己株式等】

  平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ユナイテッドア
ローズ

東京都渋谷区神宮前二丁
目31番12号

591,600― 591,600 1.38

計 ― 591,600― 591,600 1.38

 

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
　４月

 
　５月

 
　６月

 
　７月

 
　８月

 
　９月

 
　10月

 
　11月

 
　12月

最高(円) 755 784 747 744 764 947 887 817 809

最低(円) 543 554 586 657 691 725 622 702 650

(注)　月別の最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部によるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりで

あります。

(1) 役職の異動

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役常務執行役員 取　締　役 人 見　　輝 平成20年７月１日

取締役常務執行役員 常務取締役 加 藤 英 毅 平成20年７月１日

取締役常務執行役員 取　締　役 小 泉 正 己 平成20年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年

10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受

けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,642 3,113

売掛金 239 287

商品 19,417 16,863

原材料 251 180

未収入金 6,834 5,114

その他 1,458 1,728

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 31,840 27,283

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,723 4,988

その他（純額） 1,855 1,750

有形固定資産合計 ※1
 8,579

※1
 6,739

無形固定資産

のれん 558 797

その他 2,146 2,140

無形固定資産合計 2,705 2,938

投資その他の資産

差入保証金 5,889 5,593

その他 794 807

投資その他の資産合計 6,683 6,400

固定資産合計 17,967 16,078

資産合計 49,808 43,362

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,800 7,308

短期借入金 12,880 3,800

1年内返済予定の長期借入金 921 3,267

未払法人税等 52 1,936

賞与引当金 490 852

その他 2,983 2,976

流動負債合計 26,127 20,140

固定負債

長期借入金 － 349

役員退職慰労引当金 91 154

その他 2 7

固定負債合計 93 510

負債合計 26,221 20,650
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,030 3,030

資本剰余金 4,095 4,458

利益剰余金 17,450 23,721

自己株式 △909 △8,441

株主資本合計 23,666 22,768

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 △79 △56

評価・換算差額等合計 △79 △56

純資産合計 23,586 22,711

負債純資産合計 49,808 43,362

EDINET提出書類

株式会社ユナイテッドアローズ(E03316)

四半期報告書

17/37



(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 59,750

売上原価 28,105

売上総利益 31,645

販売費及び一般管理費 ※1
 27,409

営業利益 4,235

営業外収益

受取利息 3

為替差益 22

仕入割引 24

その他 61

営業外収益合計 111

営業外費用

支払利息 72

その他 14

営業外費用合計 87

経常利益 4,260

特別利益

特別利益合計 －

特別損失

固定資産除却損 98

減損損失 212

その他 0

特別損失合計 312

税金等調整前四半期純利益 3,948

法人税、住民税及び事業税 1,647

法人税等調整額 346

法人税等合計 1,994

四半期純利益 1,953
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 23,081

売上原価 10,108

売上総利益 12,972

販売費及び一般管理費 ※1
 9,591

営業利益 3,381

営業外収益

受取利息 0

仕入割引 7

為替差益 24

その他 14

営業外収益合計 46

営業外費用

支払利息 27

その他 3

営業外費用合計 30

経常利益 3,396

特別利益

特別利益合計 －

特別損失

固定資産除却損 23

減損損失 68

特別損失合計 92

税金等調整前四半期純利益 3,304

法人税、住民税及び事業税 1,268

法人税等調整額 248

法人税等合計 1,516

四半期純利益 1,788
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,948

減価償却費 910

無形固定資産償却費 206

長期前払費用償却額 65

減損損失 212

のれん償却額 239

賞与引当金の増減額（△は減少） △362

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △63

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

受取利息及び受取配当金 △3

支払利息 72

有形固定資産除却損 14

無形固定資産除却損 12

売上債権の増減額（△は増加） △1,549

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,625

その他の流動資産の増減額（△は増加） △46

仕入債務の増減額（△は減少） 1,491

その他の流動負債の増減額（△は減少） 122

その他の固定負債の増減額（△は減少） △5

小計 2,641

利息及び配当金の受取額 3

利息の支払額 △72

法人税等の支払額 △3,661

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,089

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9

有形固定資産の取得による支出 △3,110

無形固定資産の取得による支出 △278

長期前払費用の取得による支出 △122

差入保証金の差入による支出 △296

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,816

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,080

長期借入金の返済による支出 △2,695

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △959

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,425

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 519
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

現金及び現金同等物の期首残高 2,975

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,495
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

 

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

１　連結の範囲の変更

当連結会計年度の第２四半期連結会計期間から、重要性が増した株式会社コーエンを連結の範囲に含めて

おります。
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　4,059百万円

なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含

まれております。

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　3,579百万円

なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含

まれております。
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　　賃借料　　　　　　　　　　7,261百万円

　　　　給与・手当　　　　　　　　6,900百万円

　　　　業務委託費　　　　　　　　2,162百万円

荷造運搬費　　　　　　　　1,348百万円

 

 

第３四半期連結会計期間

 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　　賃借料　　　　　　　　　　2,633百万円

　　　　給与・手当　　　　　　　　2,416百万円

　　　　賞与　　　　　　　　　　　　898百万円

　　　　業務委託費　　　　　　　　　722百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,642百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　147　〃

現金及び現金同等物 3,495百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月

１　日　至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 42,800,000

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 591,871

 

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 
 

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月23
日
定時株主総会

普通株式 633 15平成20年３月31日平成20年６月24日利益剰余金

平成20年11月12
日
取締役会

普通株式 422 10平成20年９月30日平成20年12月８日利益剰余金

 

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

該当事項はありません。

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成20年５月30日付で、会社法第178条の規定に基づき4,900,000株の自己株式の消却を

行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が7,531百万円、資本剰余金が

362百万円、利益剰余金が7,169百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が909

百万円、資本剰余金が4,095百万円、利益剰余金が17,450百万円となっております。
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(リース取引関係)

当第３四半期連結会計累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　及び
当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っており、当四半期連結会計期間末におけ

るリース取引残高に前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められ

ます。
 
（借主側）

(1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累

計額相当額および四半期末残高相当額

 
有形固定資産

 (百万円)

合計
 (百万円)

取得価額相当額 366 366

減価償却累計額相当額 178 178

四半期末残高相当額 187 187

(2) 未経過リース料四半期末残高相当額等

　　未経過リース料四半期末残高相当額

１年内 107百万円

１年超 82百万円

合計 189百万円

(3) 支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額、支

払利息相当額および減損損失

　　(四半期連結累計期間)

支払リース料 76百万円

減価償却費相当額 74百万円

支払利息相当額 2百万円

(四半期連結会計期間)

支払リース料 26百万円

減価償却費相当額 25百万円

支払利息相当額 0百万円

(4) 減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によってお

ります。

(5）利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当

額とし、各期への配分方法については利息法によっております。

(減損損失について)

リース資産に配分された減損損失はありません。
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(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

なお、為替予約取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から

除いております。

 

 

 

 

　　　　

 

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 
　　　　当連結グループは同一セグメントに属する紳士服・婦人服等の衣料品ならびに関連商品の企画・

販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 
　　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありませ

ん。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 
　　　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

 

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

  

 558.83円

  

 538.09円

 

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末

(平成20年12月31日)
前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 23,586 22,711

普通株式に係る純資産額(百万円) 23,586 22,711

普通株式の発行済株式数(千株) 42,800 47,700

普通株式の自己株式数(千株) 591 5,491

１株当たり純資産額の算定に用いられた普
通株式の数(千株)

42,208 42,208
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２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 46.29円

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,953

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,953

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,208

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式につい
て前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

―
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第３四半期連結会計期間

 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 42.36円

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,788

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,788

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,208

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式につい
て前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

―

 

 

 (重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第20期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで)中間配当については、平成20年11月12日開催

の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株

主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 422百万円

　　　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　10円00銭

　　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成20年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２１年２月５日

 

株式会社　ユナイテッドアローズ  

取締役会 御中

 

監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 指定社員
　　　　
業務執行社員

 公認会計士 中川正行 印

 指定社員
　　　　
業務執行社員

 公認会計士 中塚　亨 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲

げられている株式会社ユナイテッドアローズの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２０年１０月１日から平成２０年１

２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月

３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項

に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続によ

り行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユナ

イテッドアローズ及び連結子会社の平成２０年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって

終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本

は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。
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２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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